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５． 社会活動・地域活動について 
問 11 あなたは、現在、家庭の外で何か活動に参加していますか。また、今後してみたいと思い

ますか。例えば、スポーツ・サークル活動、ボランティア活動、地域の活動など。（1つだけ

に○） 

今後、家庭の外で何か活動に参加したいと思うかでは、「活動に参加している」が 29.2%、「現

在は活動していないが、今後は参加してみたい」が 30.4%、「現在も活動に参加していないし、今

後も参加する予定はない」が 39.5%となっています。 

前回調査と比較すると、「現在も活動に参加していないし、今後も参加する予定はない」では、

7.0ポイント今回調査多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

29.2%

30.4%

39.5%

0.9%

37.8%

39.8%

37.7%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

活動に参加している

現在は活動していないが、今後は参加してみたい

現在も活動に参加していないし、今後も参加する予

定はない

無回答
令和元年度調査(n=658)

平成26年度調査(n=763)
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【属性別】 

性別で比較すると、「活動に参加している」では、女性よりも男性が 7.0 ポイント多くなって

います。 

年齢別で比較すると、「活動に参加している」では、『50歳以上』で３割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

33.1%

26.1%

26.8%

21.6%

24.8%

34.2%

33.9%

25.3%

52.3%

35.3%

29.3%

29.8%

53.8%

28.1%

20.0%

29.2%

31.8%

27.1%

28.1%

34.6%

27.2%

29.0%

30.5%

14.3%

25.2%

34.1%

32.9%

35.2%

33.1%

28.6%

25.5%

32.9%

27.3%

29.4%

27.8%

34.0%

38.5%

17.5%

40.0%

30.4%

36.5%

27.7%

29.2%

28.4%

28.4%

35.5%

37.3%

37.1%

41.7%

38.2%

40.2%

43.2%

41.3%

36.0%

39.4%

41.5%

20.5%

35.3%

40.6%

34.0%

7.7%

52.6%

38.9%

31.8%

45.2%

42.7%

35.2%

44.0%

35.5%

30.5%

48.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

【性別】

男性(n=266)

女性(n=387)

【年齢別】

20～29歳(n=82)

30～39歳(n=125)

40～49歳(n=121)

50～59歳(n=161)

60～69歳(n=165)

【職業別】

常勤の勤め人

（会社員、公務員、団体職員等）(n=328)

自由業・自営業(n=44)

農林漁業(n=17)

臨時・非常勤・パート、アルバイト・

フリーターなどの勤め人(n=133)

専業主婦（夫）(n=47)

学生(n=13)

無職(n=57)

その他(n=5)

【結婚の有無別】

している（事実婚を含む）(n=411)

していない（離別・死別など）(n=85)

していない（未婚）(n=155)

【世帯構成別】

一人暮らし(n=96)

夫婦のみ（事実婚含む）(n=162)

二世代世帯（親と未婚の子が同居）(n=257)

二世代世帯（親と子ども夫婦が同居）(n=31)

三世代世帯（親と子と孫が同居）(n=59)

その他(n=35)

活動に参加している

現在は活動していないが、今後は参加してみたい

現在も活動に参加していないし、今後も参加する予定はない

無回答
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問 12 あなたが社会活動・地域活動に参加しようとする際に支障になっていることは何ですか。

（○はいくつでも） 

社会活動・地域活動に参加しようとする際に支障になっていることでは、「仕事が忙しく、時間

がない」が 44.5%と最も多く、次いで「経済的な余裕がない」が 27.4%、「自分のやりたい活動を

しているグループや団体を知らない」が 23.3%となっています。 

前回調査と比較すると、「家事・育児が忙しく、時間がない」では、3.8ポイント、「自分のや

りたい活動をしているグループや団体を知らない」では 4.4ポイント今回調査で多くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

44.5%

4.4%

15.5%

5.8%

3.0%

2.4%

27.4%

18.8%

23.3%

13.2%

19.1%

4.7%

1.5%

44.2%

3.4%

11.7%

5.4%

3.1%

2.5%

29.0%

17.6%

18.9%

15.2%

23.1%

3.9%

2.0%

0% 20% 40% 60%

仕事が忙しく、時間がない

職場の上司や同僚の理解が得られない

家事・育児が忙しく、時間がない

子どもの世話を頼めるところがない

親や病人の介護を頼めるところがない

配偶者や家族の理解が得られない

経済的な余裕がない

自分の健康や体力に自信がない

自分のやりたい活動をしているグループや団体を知らない

身近なところに活動する場所がない

特に支障となることはない

その他

無回答
令和元年度調査（n=658）

平成26年度調査（n=763）
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【性別】 

性別で比較すると、「家事・育児が忙しく、時間がない」では、男性よりも女性が 18.2ポイン

ト多く、「特に支障となることはない」では女性よりも男性が 10.0 ポイント多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の回答 

■親が施設への入所に対して抵抗を示している     ■参加しようと思わない 

■自分の時間を十分にとりたい、休養         ■勤務調整が少し大変 

■面倒                       ■気持ちが動かない 

■参加したくないから                ■はたらかない無職 

■人間付合いがうまくない              ■沼田にも献血ルーム「天狗」作って！ 

■社会活動、地域活動に参加しようとは思っていない  ■勉強が忙しい 

■活動に参加したくない               ■自分の趣味をしたい 

■したいと思わない                 ■支障なし 

■介護のその日の状況により時間がなくなることがある。■活動したいと思わない 

■部活の配車当番、子供の生活リズム         ■つかれている、やる気が出ない 

■あまり他人と関わりたくない            ■若い人がいない 

■学生なので資金に余裕がなく遠出が出来ない。時間もあまりない。 

■・日々の生活が忙しいため、体にムチを打って活動に参加するので疲れてしまう。・子供の世話

を頼まないといけないので申し訳なくなる。 

■家中を満足な状態に保つのと活動を十分するには時間が少ないし体力がない 

■自分のコミュニケーション能力が低い        ■体の具合が良くない 

45.1%

5.6%

4.5%

2.3%

1.9%

1.9%

24.8%

15.0%

21.1%

11.7%

25.2%

4.9%

1.5%

43.9%

3.4%

22.7%

8.0%

3.9%

2.8%

28.9%

21.2%

24.8%

14.0%

15.2%

4.7%

1.6%

0% 20% 40% 60%

仕事が忙しく、時間がない

職場の上司や同僚の理解が得られない

家事・育児が忙しく、時間がない

子どもの世話を頼めるところがない

親や病人の介護を頼めるところがない

配偶者や家族の理解が得られない

経済的な余裕がない

自分の健康や体力に自信がない

自分のやりたい活動をしているグループや団体を知らない

身近なところに活動する場所がない

特に支障となることはない

その他

無回答
男性（n=266）

女性（n=387）
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問 13 あなたが住んでいる地域において、次のようなことがありますか。（○はいくつでも） 

住んでいる地域では、「男女不平等はない」が 31.2%と最も多く、次いで「女性がお茶くみや準

備・片付けなどを担当することになっている」が 27.8%、「女性が、地域の団体、組織等の役員選

挙や運営に参加しにくかったり、また選ばれにくい」が 13.1%となっています。 

前回調査と比較すると、あまり差はありませんが「地域の活動に女性が少ないため歓迎される」

「地域の活動には、女性の方が積極的である」では今回調査でやや多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

13.1%

7.8%

8.2%

27.8%

6.4%

9.7%

31.2%

9.6%

11.2%

15.2%

7.1%

8.5%

26.6%

6.3%

8.4%

31.7%

9.4%

13.2%

0% 10% 20% 30% 40%

女性が、地域の団体、組織等の役員選挙や運営に参加しにくかった

り、また選ばれにくい

地域の行事で女性が参加できなかったり、男女の差があったりする

会議などで女性が意見を言いにくかったり、意見が取り上げられにくい

女性がお茶くみや準備・片付けなどを担当することになっている

地域の活動に女性が少ないため歓迎される

地域の活動には、女性の方が積極的である

男女不平等はない

その他

無回答

令和元年度調査（n=658）

平成26年度調査（n=763）
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【性別】 

性別で比較すると、「男女不平等はない」では、女性よりも男性が 11.9 ポイント多く、「女性

がお茶くみや準備・片付けなどを担当することになっている」では、男性よりも女性が 10.2 ポ

イント多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の回答 

■令和元年 10 月 18 日に移住したため住んでいる地域についての情報や人間関係がないため回答

できない。 

■年齢が高くなってきている 

■地域外から来た人に免疫がない。どう受け入れていいかわからないのでは？ 

■地域の行事等に参加していないので分からない 

■地域では男性が力仕事、女性は軽い仕事をさせてもらっていると思います。 

■男性が女性をみくだしていると感じる事が沼田に戻って来て増えた。 

■男女平等だと思う 

■人口が減る中活動自体が難しい 

■身体障害者なので参加できずわからない 

■新年会（地域同じ班）一昨年までは男の年、女性の年となっていたが、どちらも出て良い事に

なった。その結果女性は出て来なくなった。 

■新しい意見を取り上げない年令の人がいる 

■女性が強すぎて参加が面倒になる 

■私の近所で実際にあることですが昔からいる方の意見が強く、新しく参加した方への批判の意

見を周囲に広めたりして参加しづらくしています。 

■参加の機会は平等であっても必ずしも参加できる条件は平等ではないようです。 

■気付く点はないが実態としては上記のようなことがあると感じる 

 

10.2%

9.0%

4.1%

21.8%

7.5%

13.9%

38.0%

9.8%

8.6%

15.2%

7.0%

10.9%

32.0%

5.7%

7.0%

26.1%

9.6%

13.2%

0% 20% 40% 60%

女性が、地域の団体、組織等の役員選挙や運営に参加しにくかった

り、また選ばれにくい

地域の行事で女性が参加できなかったり、男女の差があったりする

会議などで女性が意見を言いにくかったり、意見が取り上げられにくい

女性がお茶くみや準備・片付けなどを担当することになっている

地域の活動に女性が少ないため歓迎される

地域の活動には、女性の方が積極的である

男女不平等はない

その他

無回答

男性（n=266）

女性（n=387）


